
ソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤技術の研究開発
多様なソーシャル・ビッグデータの統合・分析・予測により地域・社会課題解決を目指す

研究開発期間 ：平成２８年度（契約締結日）～平成３0年度（3年間）
平成2８年度予算 ：１件あたりの30百万円程度、採択件数：課題Ａ、課題Ｂ、課題Ｄの合計で３件程度

課題 １78

研究開発の概要

様々な分野のIoTデバイスから収集されたビッグデータ、国・地方自治体が公開しているオープンデータ、研究者自らが保有するビッ

グデータなど多様な「ソーシャル・ビッグデータ」を統合・分析・予測する研究開発、実証実験を実施し、必要な技術を確立するとともに、
制度的な課題についても検証を行い、ソーシャル・ビッグデータの横断的な利活用の促進、地域・社会課題の解決に向けて、以下
課題A、B、Dを一体的に実施する。

課題A：ソーシャル・ビッグデータ利活用アプリケーションの研究開発
課題B：新たなソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤技術の研究開発
課題D：地域・社会課題解決のための異分野ソーシャル・ビッグデータの横断的利活用による近未来予測技術に関する研究開発

データ伝送・蓄積 データ統合・分析・予測 データ利活⽤

防災・減災機能の強化

街づくり・地域の活性化

新産業・雇⽤の創出

河川観測：降⾬量や⽔位予測等を組み合わせた
河川⽔位の⾒える化
気象観測：降⽔発⽣直前の気流から雲形成によ
る豪⾬までのプロセスを3次元で瞬時に把握
運⾏観測：バス内やバス停のセンサーによる運
⾏情報や⾃治体情報等の配信や端末間緊急通信
環境観測：環境観測データとGISデータとの連
動によるヒートアイランド現象等の都市型災害
の⾒える化

路⾯観測：道路や橋梁の振動監視やプローブ
カー路⾯監視による路⾯状態や構造物の⾒える
化と異常検知
路線観測：鉄道路線のトンネル⼝付近の⼟砂崩
れ等の検知等
電⼒制御：電⼒使⽤量や蓄電量のモニタリング
による電⼒供給の制御

農業管理：農業現場の気象や病害⾍等の各種リ
スクの監視・管理による⽣産性向上
交通観測：交通情報等の収集および蓄積・検
索・照合・分析による公共サービス等の開発
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